
令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
管
理
台
帳
）

第
七
条

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
管
理
台
帳
を
そ
の
事
務
所
に
備
え
て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

他
の
用
途
へ
の
使
用
等
又
は
改
築
等
の
有
無
及
び
そ
の
概
要

２

指
定
法
人
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
変
更
に
係
る
事
項
を
管
理
台

帳
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
状
況
の
報
告
）

第
八
条

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
、
毎
年
度
の
管
理
の
状
況
を
翌
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
受

託
施
設
を
所
管
す
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
商
標
登
録
出
願
等
に
係
る
登
録
料
の
軽
減
）

第
九
条

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
に
、
申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
が
認
定
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ
た
商

品
等
需
要
開
拓
事
業
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
特
許
庁
長
官

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
出
願
の
番
号
又
は
登
録
番
号

三

登
録
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

２

特
許
庁
長
官
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き

登
録
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

（
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減
）

第
十
条

法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
が
認
定
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

に
記
載
さ
れ
た
商
品
等
需
要
開
拓
事
業
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し

て
、
特
許
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
出
願
の
表
示

三

商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

２

特
許
庁
長
官
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令

第
二
十
号
）
第
四
条
第
二
項
の
表
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条

こ
の
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一

部
を
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
二
条

北
海
道
知
事
は
、
法
の
施
行
の
際
現
に
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び

に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
五
十
二
号
）
附
則
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
共
有
財
産
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
共
有
者
に
返
還
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
、
そ
の
返
還
を
す
る
ま

で
の
間
、
こ
れ
を
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項

の
都
道
府
県
を
定
め
る
政
令
の
廃
止
）

第
三
条

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第

一
項
の
都
道
府
県
を
定
め
る
政
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
五
十
号
か
ら
第
百
七
十
九
号
ま
で
」
を
「
第
五
十
一
号
か
ら
第
百
八
十
号
ま
で
」
に
改
め
、
第
百

七
十
九
号
を
第
百
八
十
号
と
し
、
第
五
十
号
か
ら
第
百
七
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
九
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

十
一
年
法
律
第
十
六
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
号

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
第

八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
五
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

防
衛
大
臣

岩
屋

毅

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
四
十
七
号
を
第
四
十
八
号
と
し
、
第
四
十
六
号
を
第
四
十
七
号
と
し
、
第
四
十
五
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四
十
六

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

三
十
一
年
法
律
第
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と

及
び
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
及
び
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
交
付
金

に
関
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一
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